
１ 協定の概要
〇 協定の名称
「海上自衛隊横須賀地方総監部と中部電力株式会社及び中部電力パワーグリッド
株式会社の連携に関する協定」

〇 目 的
平素から連携を図り、各種災害発生時の相互協力を円滑に行うことを目的とする

〇 協定締結者
海上自衛隊 横須賀地方総監 海将 真 殿 知 彦
中部電力株式会社 代表取締役社長 社長執行役員 林 欣 吾
中部電力パワーグリッド株式会社 代表取締役 社長執行役員 清 水 隆 一

別 紙



２ 協定範囲
〇横須賀地方隊の警備区域内における中部電力株式会社及び中部電力パワーグリッド株式会社
の電気事業区域（愛知県、静岡県（富士川以西）、三重県（熊野市の一部を除く。）、
岐阜県（飛騨市・郡上市・関ケ原町の一部を除く。）、長野県）

横須賀警備区：
協定対象地域：



３ 連携内容

＜平常時＞

＜災害時＞

海上自衛隊
横須賀地方
総監部

○各種訓練および会議の開催

○停電復旧に必要となる資機材・人員・車両の輸送
○輸送手段等の調整

○救援活動に必要となる基地施設、活動拠点等への電源供給
○救援活動に必要となる施設、敷地および通信回線の提供
○救援活動に必要となる地誌資料の提供

○被害情報や救援・復旧活動に必要な情報の相互提供
○相互の場外離発着場等の使用調整

被災地域の救援・復旧

各種災害発生における円滑な相互連携協力



４ 連絡体制の確立と被害情報の共有

海上自衛隊
横須賀地方総監部

連絡
報告

各隷下部隊等

本店・本社

連絡
報告

各支店・支社

各事業所

連絡
報告

連絡

〇災害時の連絡体制の確立と被害情報の共有
各種災害発生時に十分な情報を共有し得る連絡体制を確立し、相互に協力して被害情報をはじめとする

    救援・復旧活動に必要な情報を共有



５ 定期的な会議及び訓練
〇災害時に備え、平常時から「顔の見える関係」の構築
平素から各種災害対応に関する課題を共有し、災害発生時の相互協力が円滑に行えるよう、会議及び訓練を  

 定期的に実施
訓練実施に際しては、地方自治体が実施する防災訓練の場を計画的に活用する

定期的な会議 輸送手段の確保
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